
定例会概要・令和４年度予算概要 Ｐ.２・３
議決結果一覧表 Ｐ.４・５
討論・賛否一覧表 Ｐ.６
令和３年度補正予算概要・関係私企業 Ｐ.７
代表質問 Ｐ.８～11
一般質問・２月臨時会 Ｐ.12～16
市長への緊急要望・ロシア非難決議 Ｐ.17
総括質疑 Ｐ.18・19
産業建設常任委員会・市長要望 Ｐ.20
教育民生常任委員会・施設見学 Ｐ.21
議会からのお知らせ Ｐ.22・23
議会のうごき　ほか Ｐ.24

　４月１日、稲川小学校の開校に併せ、稲川地域の放課後児童ク

ラブを統合した「稲川児童クラブ」の開所式が行われました。

　当日は、利用する児童80人が参加。愛称「いなかわキッズ」の

命名者に佐藤市長から記念品が贈られたほか、統合を記念して子

どもたちが制作した、桜を模したアート作品のお披露目、お菓子

まきなどを行ってオープンを祝いました。
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スマートフォン・タブレット用アプリ
「SideBooks」で「ゆざわ市議会だ
より」がご覧になれます。

スマートフォン・タブレット用アプリ
「マチイロ」で「ゆざわ市議会だより」
がご覧になれます。

～「いなかわキッズ」オープン～ 第１回定例会
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第１回　定例会
　２月24日から３月18日までの23日間の会期で第１回定
例会が行われました。本定例会では、令和４年度当初予算
を中心に条例の一部改正・廃止、指定管理者の指定およ
び令和４年度補正予算など、当局議案44件、議会議案３
件、陳情９件について審議しました。
　３月２日の代表質問では３会派から３人の議員が、ま
た、３、４日の一般質問では７人の議員が市政全般につい
てただしました。
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【 新 規 】
▽デジタル推進事業
（情報政策課）� ７，３８３万３千円
▽地域づくりモデル事業
（まちづくり協働課）� １８４万４千円
▽重層的支援体制整備事業
（福祉保健部）� ６，９７１万円
▽魅力あふれる湯沢ＰＲ推進事業
（観光・ジオパーク推進課）� １，３２０万円
▽クーポン券発行団体等支援事業
（商工課）� １億円
▽次期作営農継続支援事業
（農林課）� ９，２２４万５千円
▽地球温暖化対策事業
（くらしの相談課）� ５，３８１万６千円
▽克雪住宅推進事業
（都市計画課）� ６００万円

▽飲食　店緊急支援金給付事業
（商工課）� ５，００６万９千円

【 拡 充 】
▽未来投資型人材育成事業
（まちづくり協働課）� ９７３万８千円
▽官民連携推進費
（まちづくり協働課）� ２８１万９千円
▽地域医療確保対策事業
（健康対策課）� １億７，７３２万円
▽結婚サポート事業
（まちづくり協働課）� ５８１万５千円
▽とことん山キャンプ場管理運営費
（観光・ジオパーク推進課）� １億３０万３千円
▽学校用パソコン更新事業
（学校教育課）� ６，９９３万９千円
▽湯沢駅周辺複合施設等整備事業
（企画課）� ２，９９６万４千円

【 継　続 】
▽新型コロナウイルスワクチン接種事業
（健康対策課）� １億６５０万９千円
▽中学校エアコン整備事業
（教育総務課）� ２億３，５１８万４千円
▽体育施設改修等事業
（生涯学習課）� １億８，３８２万２千円
▽スポーツイベント開催事業
（生涯学習課）� ５４万３千円
▽新皆瀬庁舎整備事業
（財政課）� ９億６，１１９万６千円
▽道の駅おがち「小町の郷」周辺整備事業
（建設課）� ２，１００万円

◆ 主な事業 ◆

会　計　名 本年度予算額
一 般 会 計 285億3,906万9千円
特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国 民 健 康 保 険 48億8,587万2千円
後 期 高 齢 者 医 療 6億2,766万2千円
介 護 保 険 55億6,884万円
養護老人ホーム愛宕荘 2億5,257万1千円
皆 瀬 更 生 園 3億8,523万6千円
湯 沢 財 産 区 2,689万5千円
院 内 財 産 区 3,818万3千円
秋 ノ 宮 財 産 区 1,672万2千円

水
道
事
業

会
　
　
計

収 益 的 収 入 12億7,008万5千円
収 益 的 支 出 12億279万5千円
資 本 的 収 入 4億507万6千円
資 本 的 支 出 8億940万2千円

下
水
道
事
業

会
　
　
　
計

収 益 的 収 入 16億3,161万3千円
収 益 的 支 出 15億8,713万3千円
資 本 的 収 入 4億5,394万円
資 本 的 支 出 9億3,650万6千円

令 和

４ 年度
一般会計 ２８５億３，９０６万９千円
特別会計 １１８億 １９８万１千円

各会計予算を可決
※第 1 号補正を含む

対前年度比
4.3％増（ ）

対前年度比
2.0％増（ ）

≪各会計予算≫≪各会計予算≫

第1号補正

【３】ゆざわ市議会だより　№69　令和４年５月１日



令和４年　第１回定例会　議決結果一覧表令和４年　第１回定例会　議決結果一覧表

○提出議案（47件）／２月24日、３月18日上程　　２月28日、３月18日議決

▼付託省略（３件）
番　　号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 議決結果

議会議案第１号 湯沢市議会基本条例の一部改正について 原案可決

議会議案第２号 湯沢市議会会議規則の一部改正について 原案可決

議会議案第３号 湯沢市議会委員会条例の一部改正について 原案可決

▼総務財政常任委員会 審査（６件）
番　　号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 議決結果

議案第８号 湯沢市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 原案可決

議案第14号 湯沢市ふるさとふれあいセンター条例の一部改正について 原案可決

議案第15号 湯沢市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正について 原案可決

議案第41号 工事請負契約の締結について（湯沢市皆瀬庁舎建設工事（建築）） 原案可決

議案第42号 工事請負契約の締結について（湯沢市皆瀬庁舎建設工事（電気設備）） 原案可決

議案第43号 工事請負契約の締結について（湯沢市皆瀬庁舎建設工事（機械設備）） 原案可決

▼教育民生常任委員会 審査（９件）
番　　号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 議決結果

議案第２号 湯沢市老人憩の家条例の廃止について 原案可決

議案第３号 湯沢市立稲川健康管理センター条例の廃止について 原案可決

議案第４号 湯沢市臨時診療所条例の廃止について 原案可決

議案第７号 皆瀬更生園就労体験施設条例の廃止について 原案可決

議案第９号 湯沢市文化交流センター条例の一部改正について 原案可決

議案第10号 湯沢市健康ドーム条例の一部改正について 原案可決

議案第11号 湯沢市Ｂ＆Ｇ海洋センター条例の一部改正について 原案可決

議案第12号 湯沢市体育館条例の一部改正について 原案可決

議案第13号 湯沢市国民健康保険税条例の一部改正について 原案可決

▼産業建設常任委員会 審査（５件）
番　　号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 議決結果

議案第５号 湯沢市健康増進施設条例の廃止について 原案可決

議案第６号 湯沢市皆瀬休養施設条例の廃止について 原案可決

議案第16号 指定管理者の指定について（湯沢市リフレッシュ交流センター「ほっと館」） 原案可決

議案第17号 市道の廃止について 原案可決

議案第18号 権利の放棄について（水道料金） 原案可決

▼予算決算常任委員会 審査（24件）
番　　号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 議決結果

議案第19号 令和３年度湯沢市一般会計補正予算（第11号） 原案可決

議案第20号 令和３年度湯沢市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第21号 令和３年度湯沢市後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号） 原案可決

※は賛否が分かれたもの
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番　　号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 議決結果

議案第22号 令和３年度湯沢市介護保険特別会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第23号 令和３年度湯沢市養護老人ホーム愛宕荘特別会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第24号 令和３年度湯沢市皆瀬更生園特別会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第25号 令和３年度湯沢市湯沢財産区特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第26号 令和３年度湯沢市院内財産区特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第27号 令和３年度湯沢市秋ノ宮財産区特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第28号 令和３年度湯沢市水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第29号 令和３年度湯沢市下水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第30号 令和４年度湯沢市一般会計予算 原案可決

議案第31号 令和４年度湯沢市国民健康保険特別会計予算 原案可決

議案第32号 令和４年度湯沢市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決

議案第33号 令和４年度湯沢市介護保険特別会計予算 原案可決

議案第34号 令和４年度湯沢市養護老人ホーム愛宕荘特別会計予算 原案可決

議案第35号 令和４年度湯沢市皆瀬更生園特別会計予算 原案可決

議案第36号 令和４年度湯沢市湯沢財産区特別会計予算 原案可決

議案第37号 令和４年度湯沢市院内財産区特別会計予算 原案可決

議案第38号 令和４年度湯沢市秋ノ宮財産区特別会計予算 原案可決

議案第39号 令和４年度湯沢市水道事業会計予算 原案可決

議案第40号 令和４年度湯沢市下水道事業会計予算 原案可決

議案第44号 令和３年度湯沢市一般会計補正予算（第12号） 原案可決

議案第45号 令和４年度湯沢市一般会計補正予算（第１号） 原案可決

○陳情（９件）

▼総務財政常任委員会 審査（１件）
番　　号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 議決結果

陳情第６号 沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を埋立てに使用しないよう国に要請する意見書の提出要請
に関する陳情書 不 採 択 ※

▼教育民生常任委員会 審査（３件）
番　　号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 議決結果

陳情第４号 安全・安心の医療・介護・福祉を実現し、国民のいのちと健康をまもることを国に求める意
見書提出の陳情 採　　択

陳情第５号 介護をする人・受ける人がともに大切にされる介護保険制度への転換を求める国への意見書
提出の陳情 不 採 択 ※

陳情第10号 稲川小学校への安全・安心な通学環境整備に関する陳情書 不 採 択 ※

▼産業建設常任委員会 審査（５件）
番　　号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 議決結果

陳情第１号 「岩崎地内通勤車両による交通渋滞解消について」の陳情書 採　　択

陳情第７号 生活道の整備・改良に関する陳情書 継続審査

陳情第８号 「最低賃金の改善を求める」陳情書 継続審査

陳情第９号 最低賃金の改善にあたり、「中小企業・零細企業支援の拡充を求める」陳情書 継続審査

陳情第11号 飲食店に対する事業継続への緊急的な支援を求める陳情書 採　　択

※は賛否が分かれたもの
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○決議案（１件）
番　　号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 議決結果

決議案第１号 ロシアのウクライナ侵攻を非難する決議 原案可決

○意見書案（１件）
番　　号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 議決結果

意見書案第１号 安全・安心の医療・介護・福祉を実現し、国民のいのちと健康を守ることを国に求める
意見書 原案可決

陳情に対して討論が行われました

教
育
民
生
常
任
委
員
と
し

て
、
教
育
委
員
会
、
駒
形
小
学

校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
者
、
陳
情

者
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
方
々

か
ら
お
話
し
を
伺
う
と
と
も

に
、
危
険
と
指
摘
さ
れ
る
通
学

路
の
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

通
学
路
や
通
学
方
法
の
決
定

に
至
る
ま
で
の
過
程
は
、
し
っ

か
り
と
し
た
手
順
を
踏
み
、
統

合
準
備
会
や
通
学
検
討
部
会
な

ど
に
お
い
て
、
時
間
を
か
け
て

慎
重
に
協
議
し
、
保
護
者
と
合

意
形
成
を
図
り
な
が
ら
決
定
さ

れ
て
い
た
。
ま
た
、
最
も
危
険

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
十
字
路
に

は
、
令
和
４
年
度
中
に
横
断
歩

道
と
歩
行
者
用
信
号
機
が
設
置

さ
れ
る
予
定
と
な
る
な
ど
、
安

全
・
安
心
な
通
学
環
境
が
徐
々

に
整
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

開
校
が
迫
る
な
か
、
統
合
に

関
係
す
る
各
小
学
校
へ
の
影
響

な
ど
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ

り
、
こ
れ
ま
で
準
備
を
進
め
て

き
た
教
育
委
員
会
や
統
合
準
備

会
の
決
定
を
尊
重
し
、
不
採
択

と
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

佐さ

藤と
う

勝ま
さ
る

議
員

陳情第10号　稲川小学校への安全・安心な通学環境整備に関する陳情書に対する討論の要旨

反
　
　
対

　
開
校
以
来
１
４
６
年
続
い
た

駒
形
小
学
校
が
統
合
の
た
め
閉

校
と
な
り
「
稲
川
小
学
校
」
と

な
る
こ
と
に
伴
い
、
安
全
で
安

心
で
き
る
通
学
環
境
整
備
に
関

す
る
、
八
面
地
区
の
保
護
者
及

び
住
民
４
９
３
名
の
署
名
が
付

い
た
八
面
部
落
総
代
か
ら
の
陳

情
で
あ
る
。

　
八
面
地
区
か
ら
稲
川
小
・
中

学
校
ま
で
は
、
市
教
育
委
員
会

が
通
学
基
準
に
定
め
る
２
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
か
ら
４
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
ま
で
の
範
囲
内
に
あ
り
、
中

学
生
は
年
間
を
通
し
て
バ
ス
の

通
学
支
援
を
受
け
て
い
る
が
、

同
じ
条
件
の
小
学
生
へ
の
通
学

支
援
は
冬
期
間
に
限
ら
れ
て
い

る
区
域
が
あ
る
。
ま
た
、
新
た

な
通
学
路
に
は
交
通
事
故
多
発

区
間
が
あ
り
、
途
中
に
あ
る
交

差
点
は
、
歩
行
者
用
の
信
号
機

や
横
断
歩
道
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

も
な
い
危
険
な
十
字
路
で
あ

る
。
こ
の
危
険
箇
所
の
整
備

は
、
開
校
ま
で
は
困
難
で
あ
る

と
の
報
告
も
受
け
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
令
和
４
年

４
月
の
開
校
に
当
た
っ
て
は
、

登
下
校
の
児
童
の
安
全
・
安
心

を
図
る
た
め
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス

通
学
を
最
優
先
と
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
ご
賛
同
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

沓く
つ

澤ざ
わ

正ま
さ

雄お

議
員

賛
　
　
成

賛否一覧表 採決で賛否が分かれた案件を掲載しています。
議長は採決に加わりません。　○：賛成　×：反対　欠：欠席　退：退席　除：除斥

会 派 名 湯　和　会　・　公　明 政　和　会 湯沢政策
研究会

議
決
結
果

議席番号 １ ２ ９ 10 11 12 17 18 ７ ８ 13 14 15 16 ５ ６ ３ ４

議 員 名

兼
　
子
　
正
　
寛

高
　
橋
　
　
　
健

柏
　
原
　
久
　
寿

高
　
橋
　
　
　
肇

佐
　
藤
　
愛
　
子

高
　
橋
　
　
　
達

渡
　
部
　
正
　
明

佐
　
藤
　
功
　
平

寺
　
田
　
純
　
二

小
田
嶋
　
秋
　
一

加
　
藤
　
昭
　
嗣

石
　
川
　
隆
　
一

高
　
橋
　
克
　
己

沓
　
澤
　
正
　
雄

藤
　
田
　
健
　
志

大
　
山
　
　
　
豪

宮
　
原
　
　
　
晃

佐
　
藤
　
　
　
勝

陳情第５号 × × × × × × × × × × × × × × × ○ × 不採択
陳情第６号 × × × × × × × × × × × × × × × ○ × 不採択
陳情第10号 × × × × × × × × 退 × 退 退 ○ × × × × 不採択

※陳情第５号　介護をする人・受ける人がともに大切にされる介護保険制度への転換を求める国への意見書提出の陳情
※陳情第６号　沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を埋立てに使用しないよう国に要請する意見書の提出要請に関する陳情書
※陳情第10号　稲川小学校への安全・安心な通学環境整備に関する陳情書
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▽障害者等給付費
（福祉課）� ４，８７１万９千円
実績見込みに伴う所要経費の追加および減額

▽繰出金（国保、後期高齢）
（財政課）� １，１２３万３千円
実績見込みに伴う所要経費の追加および減額

▽地籍調査事業
（財政課）� ３，６２３万８千円
国の令和３年度第１次補正予算に対応した地籍調
査業務経費および実績見込みに伴う所要経費

▽地区センター管理運営費
（協働事業推進課）� ４７７万４千円
３月の排雪計画に基づき不足が見込まれる所要経
費

▽冬期交通対策費
（建設課）� ２億２，６９６万９千円
３月の排雪計画に基づき不足が見込まれる所要経
費

▽教育委員会事務局総務費
（教育総務課）� ２，４５１万３千円
３月の排雪計画に基づき不足が見込まれる所要経
費

◆ 補正予算の主な事業 ◆
≪各会計補正予算≫≪各会計補正予算≫

一般会計 ６億8,927万６千円の減額
（補正後の予算総額は、306億5,826万５千円になります）

特別会計 7,728万３千円の増額
（補正後の予算総額は、118億1,009万９千円になります）

令 和

３ 年度

 ◆ 関係私企業との請負契約などの状況◆

◆関係私企業との請負契約など ( 単件 )
〈関係する議員〉藤田　健志　〈請負人の氏名〉藤田魚屋　代表　藤田　健志

　令和３年11月１日から令和４年１月31日までに締結した議員関係私企業との30万円を超える請

負契約などの状況について、市長から報告がありましたので次のとおり公表します。

事業名 請負契約などの内容 請負契約などの金額 発注期日 納入期日など

養護老人ホーム愛宕荘運営事業 給食用食材購入 405,583円 令和３年12月 令和３年12月

会　計　名 今回補正予算額
一般会計 △6億8,927万6千円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 1億3,800万8千円
後 期 高 齢 者 医 療 △982万2千円
介 護 保 険 △5,206万2千円
養 護 老 人 ホ ー ム 
愛 宕 荘 586万4千円

皆 瀬 更 生 園 △937万5千円
湯 沢 財 産 区 384万円
院 内 財 産 区 △77万3千円
秋 ノ 宮 財 産 区 160万3千円

水
道
事
業 

会
　
　
計

収 益 的 収 入 131万2千円
収 益 的 支 出 954万4千円
資 本 的 収 入 △1,616万2千円
資 本 的 支 出 0円

下
水
道
事
業 

会
　
　
　
計

収 益 的 収 入 △983万8千円
収 益 的 支 出 △2,024万7千円
資 本 的 収 入 △3,699万9千円
資 本 的 支 出 △3,767万5千円

ゆざわ市議会だより　№69　令和４年５月１日【７】



代
表
質
問

ち
の
実
現
の
た
め
、
介
護
予
防
事
業

や
各
種
保
健
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
生
活
習
慣
予
防
・
フ
レ
イ
ル
対

策
・
介
護
予
防
を
一
体
的
に
実
施

し
、
高
齢
に
な
っ
て
も
元
気
に
活
躍

で
き
る
よ
う
健
康
寿
命
の
延
伸
を

図
っ
て
い
く
。

質
問
社
会
参
加
と
生
き
が
い
づ
く

り
を
目
指
す
高
齢
者
と
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎

え
、
市
民
一
人
一
人
が
生
涯
に
わ

た
っ
て
目
標
や
生
き
が
い
を
持
ち
、

地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
、
地

域
社
会
に
参
画
し
な
が
ら
自
分
ら
し

く
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
は
ま
す

ま
す
大
切
に
な
っ
て
お
り
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
活
動
の
場
で
あ

る
。
高
齢
者
の
方
々
が
、
生
涯
現
役

で
、
地
域
で
生
き
生
き
と
活
躍
で
き

る
よ
う
、
生
き
が
い
づ
く
り
や
社
会

参
加
を
支
援
し
て
い
く
。

質
問
健
康
の
た
め
の
保
養
施
設
で

あ
る
ほ
っ
と
館
、
緑
風
荘
な
ど
の
今

後
の
在
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
設
置
目
的
が
市
民
の
福
祉
と

健
康
の
た
め
の
保
養
施
設
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
年
間
３
万
人
を
超
え
る
利

答
弁　

人
口
減
少
と
高
齢
化
の
進
行

に
よ
っ
て
地
域
課
題
が
複
雑
か
つ
多

様
化
し
て
い
る
中
で
、
地
域
課
題
に

対
し
て
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。
行
政
側
か
ら
地
域
活
動
に
対

す
る
財
政
的
支
援
や
活
動
場
所
の
確

保
支
援
な
ど
を
行
い
、
地
域
住
民
な

ど
が
自
主
的
に
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
な

体
制
の
整
備
を
図
る
。

質
問
人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え

る
中
で
の
健
康
寿
命
対
策
に
つ
い
て

伺
う
。

答
弁
第
２
次
湯
沢
市
総
合
振
興
計

画
に
お
い
て
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を

掲
げ
、
心
身
が
健
康
で
活
力
あ
る
ま

質
問　

歳
出
に
お
い
て
、
一
般
財
源

の
大
半
を
人
件
費
、
公
債
費
、
扶
助

費
と
い
っ
た
義
務
的
経
費
に
充
て
て

い
る
が
、
そ
の
打
開
策
に
つ
い
て
伺

う
。答

弁
人
件
費
に
つ
い
て
は
、
第
４

次
定
員
管
理
計
画
に
基
づ
い
た
適
正

な
定
員
管
理
を
行
い
、
扶
助
費
に
つ

い
て
は
、
単
独
で
行
う
扶
助
事
業
も

含
め
て
効
果
検
証
を
通
し
た
事
業
の

適
正
化
を
図
り
、
公
債
費
総
額
の
逓

減
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
な
が
ら

財
政
構
造
の
改
善
に
努
め
て
い
く
。

質
問
湯
沢
市
経
営
戦
略
、
地
域
経

営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
地
域
経
営
の
仕

組
み
づ
く
り
と
は
何
か
を
伺
う
。

質
問　

歳
入
に
お
い
て
予
算
額
に
対

し
て
自
主
財
源
の
割
合
が
小
さ
い
状

況
の
中
で
、
市
税
増
収
を
図
る
方
策

に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
地
域
経

済
の
回
復
を
下
支
え
す
る
消
費
喚
起

支
援
策
に
注
力
し
、
市
税
収
入
に
結

び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
各

施
策
の
推
進
に
努
め
る
。
ゆ
ざ
わ
︱

Ｂ
ｉ
ｚ
が
行
う
地
元
企
業
支
援
策
に

よ
る
経
営
基
盤
の
維
持
向
上
、
地
熱

発
電
所
の
建
設
に
向
け
た
支
援
な

ど
、
本
市
の
特
色
を
生
か
し
た
取
り

組
み
を
通
し
て
、
市
税
増
収
と
自
主

財
源
の
確
保
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
質
問

代
表
質
問

代
表
質
問

令
和
４
年　

第
１
回
定
例
会

湯
ゆう

和
わ

会
かい

・公
こう

明
めい

・
令
和
４
年
度
予
算
編
成
方
針
と
財
政
運
営
に
つ
い
て

・
湯
沢
市
経
営
戦
略
﹁
地
域
経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
﹂

に
つ
い
て

・
高
齢
化
率
40
％
を
超
え
た
本
市
に
お
け
る
高
齢
者

対
策
に
つ
い
て

・
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
推
進
に
つ
い
て

・
湯
沢
駅
周
辺
複
合
施
設
整
備
基
本
計
画
に
つ
い
て

・
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
推
進
事
業
に
つ
い
て

・
企
業
誘
致
対
策
事
業
に
つ
い
て

佐
さ

藤
とう

功
こう

平
へい

議員

 質問者

質
問

質
問

代表質問の動画を
ご覧になれます。

湯沢市議会
ユーチューブ
チャンネル

答
弁
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代
表
質
問

類
は
必
要
な
要
件
を
満
た
し
て
い

た
。質

問 

誤
伐
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

答
弁 

そ
こ
の
判
断
は
で
き
な
い
。

所
有
者
と
事
業
者
の
言
い
分
が
違
う

の
で
、
ど
ち
ら
か
の
白
黒
を
つ
け
る

こ
と
は
市
の
立
場
と
し
て
で
き
な

い
。質

問 

雇
用
対
策
と
企
業
誘
致
対
策

が
一
体
と
な
っ
た
事
業
展
開
を
図
る

べ
き
と
思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

答
弁 

地
元
出
身
者
を
中
心
と
し
た

市
外
在
住
の
学
生
が
就
職
を
希
望
す

る
よ
う
な
魅
力
の
あ
る
企
業
を
誘
致

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
成

果
が
最
大
の
雇
用
対
策
、
ひ
い
て
は

地
域
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
市
内
へ
の
進
出
企
業

に
関
す
る
情
報
収
集
を
徹
底
し
、
雇

用
の
拡
大
に
効
果
的
な
企
業
の
誘
致

に
努
め
て
い
く
。

35
％
と
な
っ
て
い
る
。

質
問 

市
内
に
お
い
て
盗
伐
が
疑
わ

れ
る
事
例
が
発
生
し
て
い
る
と
聞
く

が
、
そ
の
実
態
な
ど
に
つ
い
て
伺

う
。答

弁 

森
林
所
有
者
か
ら
す
で
に
提

出
さ
れ
て
い
る
届
け
出
に
関
し
疑
義

が
あ
る
と
相
談
が
あ
り
、
確
認
の
た

め
森
林
所
有
者
と
林
業
事
業
者
の
双

方
か
ら
届
け
出
の
内
容
に
つ
い
て
事

情
聴
取
し
た
事
案
が
あ
っ
た
。

　

所
有
し
て
い
る
森
林
を
伐
採
す
る

場
合
は
、
森
林
法
に
基
づ
く
届
け
出

が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
届
け
出
に
誤

り
が
な
い
か
確
認
し
た
が
、
届
出
書

設
の
延
べ
床
面
積
を
20
％
削
減
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

質
問 

湯
沢
駅
周
辺
複
合
施
設
整
備

基
本
計
画
に
つ
い
て
、
民
間
活
力
の

導
入
に
よ
り
、
に
ぎ
わ
い
創
出
は
図

ら
れ
る
の
か
伺
う
。

答
弁 

民
間
収
益
施
設
を
誘
致
す
る

場
合
は
、
複
合
施
設
に
導
入
す
る
公

共
機
能
と
の
相
乗
効
果
に
よ
っ
て
来

館
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
に
ぎ
わ

い
の
創
出
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

る
。質

問 

市
民
意
見
の
反
映
と
し
て
市

民
会
議
を
継
続
す
る
の
か
を
伺
う
。

答
弁 
委
員
の
任
期
は
基
本
計
画
の

策
定
ま
で
と
な
っ
て
い
る
が
、
多
様

な
観
点
か
ら
大
変
貴
重
な
ご
意
見
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
会
議
の
継
続
を

求
め
る
声
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
今
後
も
継
続
す
る
方
向
で

調
整
し
て
い
る
。

質
問 

森
林
経
営
意
向
調
査
の
実
施

に
よ
る
動
向
な
ど
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁 

対
象
と
な
る
皆
瀬
地
域
の
森

林
所
有
者
３
４
６
人
に
意
向
調
査
を

実
施
し
、
３
１
４
人
か
ら
回
答
が
あ

り
、
「
所
有
者
自
身
が
管
理
す
る
」

が
52
％
、
「
市
に
委
託
し
た
い
」
が

用
者
が
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
必

要
な
施
設
と
し
て
存
続
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
の
管
理
運
営
方
式
に
つ
い
て

は
、
施
設
の
利
用
状
況
や
運
営
状
況

を
精
査
・
分
析
し
、
一
体
的
に
検
討

し
て
い
く
。

質
問 

選
挙
に
お
け
る
投
票
率
の
動

向
と
高
齢
者
対
策
を
伺
う
。

答
弁 

高
齢
社
会
が
進
行
す
る
中

で
、
高
齢
者
の
投
票
機
会
の
確
保
や

投
票
環
境
の
向
上
は
重
要
な
課
題
と

捉
え
て
お
り
、
投
票
手
段
の
選
択
肢

を
広
げ
な
が
ら
今
後
も
有
権
者
の
皆

さ
ま
の
ご
意
見
に
耳
を
傾
け
、
有
権

者
一
人
一
人
に
着
目
し
た
さ
ら
な
る

投
票
機
会
の
創
出
や
利
便
性
の
向
上

に
努
め
て
い
く
。

質
問 

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

改
定
版
の
中
で
、
計
画
期
間
や
数
値

目
標
の
変
更
が
あ
る
が
、
主
旨
を
伺

う
。答

弁 

施
設
ご
と
の
総
合
的
な
現
状

の
分
析
を
も
と
に
、
よ
り
具
体
的
に

個
別
施
設
の
方
向
性
を
示
し
た
湯
沢

市
公
共
施
設
再
編
計
画
と
の
整
合
性

を
図
る
内
容
に
変
更
し
て
お
り
、
数

値
目
標
を
令
和
12
年
ま
で
に
公
共
施
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代
表
質
問

月
５
５
０
０
円
で
あ
る
。
他
市
町
村

の
使
用
料
と
比
較
し
て
も
見
直
し
は

必
要
と
考
え
る
が
。

答
弁 

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
電
気
料
な

ど
経
常
的
コ
ス
ト
も
掛
か
っ
て
い
る

の
で
、
現
料
金
の
３
倍
程
度
の
中
で

改
定
を
考
え
て
い
る
。

質
問 

災
害
に
備
え
た
物
資
の
備
蓄

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁 

本
庁
舎
や
各
支
所
、
指
定
避

難
所
な
ど
15
カ
所
に
分
散
配
置
し
て

い
る
。
主
食
、
飲
料
水
、
毛
布
、
ト

イ
レ
用
品
、
発
電
機
な
ど
19
品
目
の

ほ
か
、
感
染
症
対
策
用
品
な
ど
を
備

蓄
し
て
い
る
。

質
問 

防
災
無
線
の
難
聴
地
域
な
ど

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁 

設
備
の
調
整
の
ほ
か
、
電
話

自
動
応
答
ダ
イ
ヤ
ル
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
放
送
後
も

内
容
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
防
災
無

線
を
補
完
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

た
。
今
後
も
体
制
整
備
に
努
め
る
。

質
問 

地
域
自
主
防
災
組
織
の
設
立

が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

現
在
、
34
組
織
を
認
定
し
て

で
、
市
民
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
提
示
で
、
両
施
設
を
含
む
全
て
の

温
泉
施
設
で
料
金
の
半
額
補
助
を
受

け
ら
れ
る
制
度
を
設
け
、
収
益
が
上

が
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
施
設
の
譲
渡

先
も
見
つ
か
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁 

国
を
挙
げ
て
対
応
し
て
い
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
の
ほ

か
、
市
の
保
養
施
設
の
有
効
活
用
も

含
め
検
討
し
た
い
。

質
問 

３
年
ほ
ど
前
に
も
井
戸
を
整

備
し
て
い
る
が
、
令
和
４
年
度
予
算

に
も
温
泉
井
の
関
連
予
算
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。
事
業
内
容
を
伺
う
。

答
弁 

小
安
地
区
の
源
泉
２
系
統
の

う
ち
、
１
系
統
に
不
具
合
が
生
じ
た

た
め
、
今
年
度
は
新
た
に
井
戸
を
掘

削
し
、
令
和
４
年
度
は
配
管
工
事
な

ど
を
計
画
し
て
い
る
。

質
問　

本
市
の
温
泉
使
用
料
は
１
カ

れ
る
よ
う
に
、
よ
り
効
果
的
な
情
報

発
信
に
つ
い
て
、
受
け
入
れ
担
当
課

や
関
連
課
所
と
連
携
し
、
さ
ら
に
充

実
を
図
っ
て
い
く
。

質
問 

市
が
運
営
し
て
い
る
緑
風

荘
、
ほ
っ
と
館
の
利
用
者
数
、
市
内

で
日
帰
り
温
泉
に
対
応
し
て
い
る
民

間
施
設
の
数
と
利
用
者
数
を
伺
う
。

答
弁 

令
和
２
年
度
実
績
と
し
て
両

施
設
合
わ
せ
て
約
７
万
４
千
人
、
民

間
施
設
は
21
カ
所
で
、
今
年
度
の
利

用
者
数
は
９
６
３
１
人
で
あ
る
。

質
問 

両
施
設
は
年
間
約
４
千
万
円

以
上
の
予
算
が
計
上
さ
れ
、
安
い
利

用
料
金
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
民
業
の
圧
迫
で
は
な
い
か
。

答
弁 

全
く
無
い
と
は
言
い
切
れ
な

い
が
、
民
間
施
設
の
大
半
は
宿
泊
業

が
メ
イ
ン
と
捉
え
て
い
る
。

　
　
　

適
正
な
利
用
料
金
に
し
た
上

　
　
　

高
齢
化
が
進
行
し
、
公
共
交

通
、
買
い
物
、
雪
対
策
と
市
民
へ
の

負
担
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁 

地
域
づ
く
り
支
援
や
担
い
手

育
成
、
地
域
福
祉
の
推
進
、
若
者
の

定
住
支
援
や
産
業
活
動
の
持
続
化
な

ど
、
地
域
の
活
力
を
維
持
で
き
る
よ

う
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問 

高
齢
な
ど
に
よ
る
運
転
免
許

の
返
納
者
の
増
加
に
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
か
伺
う
。

答
弁 

公
共
交
通
の
充
実
・
維
持
と

と
も
に
、
市
内
２
地
区
を
モ
デ
ル
地

区
と
し
、
地
域
で
公
共
交
通
を
運
営

す
る
形
態
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動

が
分
か
り
づ
ら
い
。
積
極
的
に
活
動

状
況
を
発
信
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
弁　

市
民
に
理
解
と
認
識
を
得
ら

政
せい

　和
わ

　会
かい

・
第
２
次
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
に
つ
い
て

・
温
泉
施
設
に
つ
い
て

・
市
が
所
有
す
る
温
泉
井せ

い

に
つ
い
て

・
防
災
対
策
に
つ
い
て

・
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
て

・
湯
沢
駅
東
西
自
由
通
路
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

高
たか

橋
はし

克
かつ

己
み

 議員

 質問者

代表質問の動画を
ご覧になれます。

湯沢市議会
ユーチューブ
チャンネル

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁
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代
表
質
問

め
可
能
性
を
検
討
し
て
い
く
。

承
知
し
て
い
る
。
音
楽
の
ま
ち
を
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
ピ
ア
ノ
の
設
置
場
所

に
つ
い
て
、
既
存
の
文
化
施
設
を
含

き
な
い
か
伺
う
。

答
弁 

各
地
で
賑
わ
い
創
出
や
街
づ

く
り
で
成
果
を
上
げ
て
い
る
こ
と
は

お
り
、
組
織
率
は
市
内
全
世
帯
数
に

対
し
て
34
・
２
％
で
あ
る
。
今
年
度

末
ま
で
の
目
標
を
35
％
と
し
、
研
修

会
の
開
催
、
事
務
支
援
や
防
災
訓
練

へ
の
助
言
な
ど
積
極
的
に
支
援
し
て

い
く
。

質
問 

全
市
民
を
対
象
と
し
た
防
災

訓
練
の
必
要
性
が
あ
る
。
ま
た
、
高

齢
者
に
も
対
応
し
た
訓
練
が
必
要
と

考
え
る
が
。

答
弁 

地
域
住
民
及
び
防
災
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
、
全
市
民
を
対

象
と
し
た
総
合
的
訓
練
に
つ
な
げ
た

い
。質

問 

昨
年
、
当
局
よ
り
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
支
援
事
業
が
提
出
さ
れ
た

が
、
今
後
、
コ
ロ
ナ
の
収
束
を
視
野

に
、
再
度
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
推

進
を
図
る
考
え
が
な
い
か
伺
う
。

答
弁 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
支
援
事
業

は
有
効
な
手
段
の
一
つ
と
考
え
て
い

る
が
、
昨
年
提
案
し
た
際
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
、
関
係
団
体
と
協
議

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問 

湯
沢
駅
東
西
自
由
通
路
を
有

効
利
用
す
る
た
め
、
学
校
統
合
な
ど

で
余
剰
と
な
っ
た
ピ
ア
ノ
を
設
置
し

て
、
音
楽
の
ま
ち
を
内
外
に
発
信
で

湯
ゆ

沢
ざわ

政
せい

策
さく

研
けん

究
きゅう

会
かい

・
湯
沢
駅
周
辺
複
合
施
設
整
備
基
本
計
画
に
つ
い
て

・
企
業
誘
致
に
つ
い
て

大
おお

山
やま

　　豪
ごう

 議員

 質問者

代表質問の動画を
ご覧になれます。

湯沢市議会
ユーチューブ
チャンネル

質
問　

導
入
が
予
定
さ
れ
る
図
書
館

機
能
の
規
模
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁 
市
民
の
学
習
及
び
情
報
収
集

の
場
、
地
域
の
歴
史
な
ど
調
査
研
究

や
課
題
解
決
支
援
を
通
じ
た
知
の
拠

点
と
し
て
、
一
般
開
架
室
や
児
童
開

架
室
、
読
書
室
、
資
料
室
、
開
架

書
庫
な
ど
を
想
定
し
、
面
積
は
約

９
８
５
平
方
メ
ー
ト
ル
、
蔵
書
冊
数

は
最
大
で
16
万
冊
を
予
定
し
て
い

る
。質

問 

蔵
書
の
規
模
は
ど
の
よ
う
に

設
定
さ
れ
た
か
。

答
弁 

図
書
館
に
つ
い
て
の
協
議
に

お
い
て
、
計
画
的
に
蔵
書
を
増
や
す

べ
く
は
じ
き
出
し
た
数
字
で
あ
る
。

質
問　

民
間
活
力
導
入
の
可
能
性
調

査
の
経
過
及
び
結
果
を
伺
う
。

答
弁 

３
段
階
の
調
査
を
行
い
、
31

社
か
ら
意
向
を
伺
っ
て
い
る
。
全
体

的
な
傾
向
と
し
て
、
複
合
施
設
の
整

備
や
管
理
運
営
を
一
括
で
請
け
負
う

こ
と
に
関
し
て
は
積
極
的
だ
が
、
民

間
収
益
施
設
の
誘
致
は
、
事
業
対
象

地
の
採
算
性
の
観
点
か
ら
消
極
的
で

あ
る
。
引
き
続
き
市
内
外
の
事
業
者

か
ら
幅
広
く
意
見
を
伺
う
。

質
問 
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
地
方
拠

点
整
備
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁 

現
在
、
実
行
可
能
性
調
査
の

公
募
準
備
段
階
で
、
地
熱
発
電
所
の

あ
る
本
市
は
、
他
地
域
よ
り
も
有
利

な
状
況
で
あ
る
。
先
般
、
県
内
で
誘

致
を
検
討
し
て
い
る
本
市
を
含
む
13

自
治
体
が
経
済
産
業
省
と
意
見
交
換

を
行
っ
た
。
引
き
続
き
情
報
収
集
を

図
り
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
。

質
問 

今
後
の
動
き
、
調
査
費
用
の

予
算
化
は
。

答
弁 

国
で
は
費
用
の
補
助
率
２

分
の
１
で
進
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ

る
。
地
熱
と
い
う
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
他
の
自
治
体
に
先
駆
け
た
強

み
を
生
か
し
進
め
た
い
。
国
の
情
報

を
収
集
し
な
が
ら
手
を
挙
げ
て
い
き

た
い
。

質
問

質
問
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一 般 質 問一 般 質 問
各議員の一般質問の様子をユーチューブ動画でご覧いただける二次元
コードを掲載していますので、ぜひご視聴ください。

第１回（３月）定例会

議員名
※（質問方式） 質　問　項　目 ページ

３
月
３
日

兼子　正寛
（一括）

◇産業振興について
◇人口減少 · 少子高齢化対策について
◇新型コロナウイルス感染症対策について

P.13

小田嶋秋一
（分割）

◇今年度の除排雪の現状と克雪対策について
◇ゆざわジオパークについて
◇学校教育におけるＩＣＴの活用について

佐藤　愛子
（一括）

◇安心 · 安全に生活できる防災 · 福祉について
◇市道荻生田南１号線について
◇新入学児童の入学準備支援について

P.14

加藤　昭嗣
（分割）

◇産業振興について
◇新型コロナウイルス感染症への対応について
◇教育について

３
月
４
日

柏原　久寿
（一括）

◇農業政策について
◇漬物生産者への支援について
◇施策満足度について

P.15

高橋　　肇
（一括）

◇デジタル田園都市構想に関する取組の推進について
◇地球温暖化対策について
◇一人暮らし高齢者等の見守りと認知症支援について
◇道の駅おがち「小町の郷」周辺整備基本計画について

佐藤　　勝
（分割）

◇コロナ禍における対応について
◇令和３年度の市道の除排雪について
◇第２次湯沢市総合振興計画後期基本計画について

P.16

　３月３、４日に開かれた本会議では、７人が一般質問を行い、活発な議論を展開しました。
質問項目と答弁を要約した内容は次のとおりです。

※一括質問方式… 全ての項目を一括して質問し、
一括して答弁を求める方式

　分割質問方式… 質問項目ごとに分けて質問し、
その都度答弁を求める方式

一
般
質
問
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◆
産
業
振
興
に
つ
い
て

質
問
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
事
業
者

支
援
と
市
内
経
済
の
活
性
化
に
つ
い

て
伺
う
。

答
弁

コ
ロ
ナ
に
対
す
る
支
援
策

は
、
国
や
県
の
施
策
に
合
わ
せ
た
形

で
今
後
状
況
を
見
な
が
ら
適
時
に
対

応
し
て
い
く
。
ま
た
、
地
域
経
済
全

体
の
回
復
に
向
け
た
事
業
を
展
開

し
、
市
内
経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
く
。

質
問
小
安
峡
温
泉
地
域
活
性
化
に

向
け
た
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
市
内
の
周
遊
観
光
の
促
進
に

向
け
た
Ｐ
Ｒ
を
強
化
し
、
長
期
滞
在

に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け

て
観
光
資
源
を
活
用
し
た
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
の
開
発
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

計
画
し
て
い
る
。

質
問
今
後
の
森
林
整
備
と
木
材
産

業
振
興
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
経
営
管
理
権
集
積
計
画
を
策

定
し
計
画
的
に
整
備
を
進
め
、
林
業

の
成
長
産
業
化
と
適
切
な
森
林
管
理

の
両
立
を
図
る
。
ま
た
、
林
業
振
興

を
推
進
し
、
森
林
資
源
を
次
世
代
へ

引
き
継
げ
る
よ
う
造
林
の
促
進
を
図

っ
て
い
く
。
地
域
産
材
活
用
木
材
住

宅
建
築
促
進
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

◆
今
年
度
の
除
排
雪
の
現
状
と

　
克
雪
対
策
に
つ
い
て

質
問
空
き
家
等
か
ら
の
落
雪
の
情

報
共
有
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
関
係
課
で
現
地
確
認
し
、
通

行
に
支
障
が
あ
る
よ
う
な
場
合
は
バ

リ
ケ
ー
ド
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
対

応
し
て
い
る
。

質
問
除
排
雪
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の

創
設
が
で
き
な
い
の
か
伺
う
。

答
弁
現
地
で
立
ち
会
っ
て
対
応
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
い
た

め
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
市
が
直
接
対

応
し
た
ほ
う
が
効
率
的
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

質
問
運
転
手
付
き
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ

ク
、
ロ
ー
ダ
ー
を
整
備
し
、
市
内
の

各
団
体
へ
無
償
貸
し
出
し
で
き
な
い

の
か
伺
う
。

答
弁
県
内
の
事
例
な
ど
を
参
照
し

な
が
ら
今
後
検
討
し
て
い
く
。

◆
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て

質
問
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の
認
定

を
目
指
す
上
で
市
内
の
各
観
光
ガ
イ

ド
の
会
と
の
連
携
を
も
っ
と
活
発
に

で
き
な
い
か
伺
う
。

答
弁
市
内
に
あ
る
５
つ
の
観
光
ガ

イ
ド
の
会
全
て
が
湯
沢
市
ジ
オ
パ
ー

ク
推
進
協
議
会
の
構
成
員
と
な
っ
て

は
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ま
に
使
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
制
度
の
見
直
し

を
行
っ
て
い
く
。

◆
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
対
策

　
に
つ
い
て

質
問

若
者
へ
の
未
来
投
資
と
し

て
、
19
歳
か
ら
24
歳
ま
で
の
学
生
に

対
す
る
医
療
費
助
成
や
入
院
費
助
成

な
ど
、
福
祉
医
療
制
度
の
拡
充
に
つ

い
て
伺
う
。

答
弁
少
子
高
齢
化
対
策
に
つ
い
て

は
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
対
応
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
福
祉
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、

10
月
以
降
の
診
療
分
か
ら
は
18
歳
ま

で
拡
充
し
て
い
く
。
24
歳
ま
で
の
拡

充
に
つ
い
て
は
、
先
進
事
例
な
ど
も

把
握
し
な
が
ら
今
後
展
開
し
て
い
き

た
い
、
と
考
え

て
い
る
。

お
り
、
協
議
会
の
ガ
イ
ド
部
会
を
通

じ
て
、
各
ガ
イ
ド
の
会
と
の
連
携
を

深
め
て
い
る
。

◆
学
校
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

　
活
用
に
つ
い
て

質
問
コ
ロ
ナ
禍
や
災
害
な
ど
非
常

時
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。答

弁
今
後
大
規
模
な
一
斉
臨
時
休

業
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
児
童
・

生
徒
が
パ
ソ
コ
ン
端
末
を
持
ち
帰
っ

て
活
用
す
る
こ
と
を
想
定
し
、
準
備

を
整
え
て
い
る
。

質
問
定
期
的
な
在
宅
授
業
の
実
施

に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

答
弁
学
校
の
授
業
の
基
本
は
対
面

授
業
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
大
規

模
な
一
斉
臨
時
休
業
な
ど
が
な
い
限

り
、
在
宅
授
業

を
実
施
す
る
予

定
は
な
い
。

兼子　正寛兼子　正寛 議員議員
かねかね ここ まさまさ

を
実
施
す
る
予

定
は
な
い
。

小田嶋 秋一 小田嶋 秋一 議員議員
おお だだ

一般質問の動画を
ご覧になれます。

湯沢市議会
ユーチューブチャンネル

一般質問の動画を
ご覧になれます。

湯沢市議会
ユーチューブチャンネル

いちいちしゅうしゅう

ひろひろ

しましま

一
般
質
問
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い
く
。

質
問

聞
こ
え
な
い
地
域
に
対
し

て
、
鉄
塔
を
増
や
す
の
か
。
ま
た
は

戸
別
受
信
機
に
す
る
の
か
伺
う
。

答
弁

改
め
て
鉄
塔
を
建
て
て
ス

ピ
ー
カ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。
戸
別
受
信
機
は
現
在
ど

う
し
て
も
音
が
届
か
な
い
世
帯
な
ど

に
貸
与
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
理

由
に
よ
り
、
ど
う
し
て
も
必
要
な
世

帯
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

◆
市
道
荻
生
田
南
１
号
線
に
つ
い
て

質
問
市
道
の
整
備
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
も
地
域
住
民
か
ら
多
く
の
要

望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
市
と
し

て
の
対
応
は
。

答
弁
平
成
24
年
度
か
ら
２
カ
年
で

防
塵
舗
装
を
実
施
し
、
そ
の
後
は
路

面
の
損
傷
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
舗

装
補
修
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も

路
面
の
確
認
や

維
持
補
修
を
行

い
、
安
全
な
通

行
確
保
に
努
め

て
い
く
。

が
発
生
し
た
場

合
の
対
応
と
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
策

定
に
つ
い
て
伺

う
。答

弁
庁
舎
の
出
入
り
口
や
市
民
ロ

ビ
ー
、
会
議
室
の
利
用
を
制
限
し
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
大
き
な
影
響
が
出

な
い
よ
う
安
全
な
場
所
に
臨
時
窓
口

を
設
置
す
る
。
最
低
限
の
市
民
サ
ー

ビ
ス
が
維
持
で
き
る
よ
う
、
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
て
い
る
。

◆
教
育
に
つ
い
て

質
問
稲
川
小
学
校
の
通
学
路
に
お

け
る
、
危
険
箇
所
へ
の
安
全
対
策

は
。答

弁
要
望
が
あ
っ
た
12
箇
所
に
つ

い
て
は
、
国
、
県
、
市
、
警
察
と
学

校
関
係
者
で
合
同
点
検
を
し
て
お

り
、
順
次
対
応
し
て
い
る
。
今
後
も

毎
年
通
学
路
安
全
推
進
会
議
を
開
催

し
、
随
時
対
応
し
て
い
く
。

が
発
生
し
た
場

合
の
対
応
と
マ

維
持
補
修
を
行

い
、
安
全
な
通

行
確
保
に
努
め

て
い
く
。

加藤　昭嗣 加藤　昭嗣 議員議員
かか

佐藤　愛子 佐藤　愛子 議員議員
ささ あいあい こことうとう

とうとう しょうしょう しし

◆
安
心
・
安
全
に
生
活
で
き
る

　
防
災
・
福
祉
に
つ
い
て

質
問
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯

の
見
守
り
に
関
す
る
対
策
は
。

答
弁
民
生
児
童
委
員
に
よ
る
見
守

り
の
ほ
か
、
企
業
と
包
括
連
携
協
定

を
結
び
、
高
齢
者
の
見
守
り
や
異
変

発
見
時
の
市
へ
の
通
報
な
ど
に
協
力

し
て
い
た
だ
く
体
制
を
整
え
て
い

る
。

◆
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
の

　
安
否
確
認
に
つ
い
て

質
問
安
否
確
認
は
定
期
的
に
行
わ

れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う

な
方
法
で
確
認
し
て
い
る
の
か
。

答
弁
民
生
児
童
委
員
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
事
業
者
に
対
し
、
声
掛

け
や
見
守
り
の
依
頼
、
市
で
行
う

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
周
知
、
見
守
り
が

必
要
な
世
帯
の
情
報
提
供
を
お
願
い

し
て
い
る
。
ふ
れ
あ
い
安
心
電
話
な

ど
の
市
の
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
家
族
や
地
域
の

方
々
、
民
間
事
業
者
に
も
協
力
い
た

だ
き
、
見
守
り
体
制
の
強
化
に
努
め

て
い
く
。

◆
防
災
行
政
無
線
の
聞
き
づ
ら
さ

　
改
善
対
策
に
つ
い
て

質
問

聞
き
づ
ら
さ
の
改
善
に
向

け
、
対
策
を
行
っ
て
い
る
の
か
伺

う
。答弁

親
局
設
備
内
の
調
整
や
ス

ピ
ー
カ
ー
細
部
の
調
整
、
話
す
ス

ピ
ー
ド
、
声
の
大
き
さ
な
ど
に
つ
い

て
改
善
し
て
き
た
が
、
今
後
も
放
送

を
重
ね
な
が
ら
適
宜
調
整
を
進
め
て

◆
産
業
振
興
に
つ
い
て

質
問
地
場
産
業
の
保
護
や
後
継
者

の
育
成
の
観
点
か
ら
、
本
市
独
自
の

マ
イ
ス
タ
ー
︵
職
人
︶
表
彰
制
度
の

創
設
を
再
度
検
討
す
べ
き
で
は
。

答
弁
３
年
前
に
議
員
か
ら
同
様
の

質
問
を
受
け
検
討
し
た
が
、
漆
器
や

こ
け
し
、
清
酒
は
県
や
組
合
な
ど
で

独
自
の
表
彰
制
度
が
あ
り
、
稲
庭
う

ど
ん
も
資
格
制
度
の
導
入
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
産
業
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ら
を
補
完
す
る
形
で
市

独
自
の
制
度
を
今
後
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
へ
の
対
応
に
つ
い
て

質
問
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
、
メ
ー
カ
ー
の
入
荷
配
分
と

接
種
の
希
望
が
一
方
に
偏
っ
た
場
合

の
対
応
は
。

答
弁
65
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は

フ
ァ
イ
ザ
ー
と
モ
デ
ル
ナ
が
約
半
分

ず
つ
の
配
分
見
込
み
で
、
一
般
の
方

に
つ
い
て
は
国
か
ら
ま
だ
連
絡
が
な

い
。
現
状
で
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
の
希
望

が
多
く
、
接
種
を
待
つ
方
も
い
る
と

思
う
が
、
徐
々
に
モ
デ
ル
ナ
も
埋

ま
っ
て
き
て
お
り
、
お
お
む
ね
順
調

で
あ
る
。

質
問　

市
役
所
内
で
ク
ラ
ス
タ
ー

一般質問の動画を
ご覧になれます。

湯沢市議会
ユーチューブチャンネル

一般質問の動画を
ご覧になれます。

湯沢市議会
ユーチューブチャンネル

質
問

一
般
質
問
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る
こ
と
か
ら
、
動
向
を
注
視
し
、
法

改
正
が
定
め
る
期
間
ま
で
に
体
制
が

整
う
よ
う
、
市
と
し
て
も
必
要
な
支

援
策
を
講
じ
て
い
く
。

◆
施
策
満
足
度
に
つ
い
て

質
問
施
策
別
の
総
合
評
価
、
重
要

度
順
位
の
所
感
と
、
政
策
立
案
、
予

算
案
な
ど
へ
の
反
映
に
つ
い
て
伺

う
。答

弁
子
育
て
や
福
祉
事
業
な
ど
、

予
算
が
充
実
し
市
民
の
共
感
が
得
ら

れ
た
も
の
は
評
価
が
高
く
、
目
標
達

成
に
至
ら
な
い
産
業
労
働
関
係
施
策

の
評
価
が
低
く
な
っ
て
い
る
。

　

湯
沢
市
総
合
振
興
計
画
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ

達
成
状
況
を
元
に
予
算
事
業
の
総
合

評
価
を
行
い
、
庁
内
で
の
情
報
共
有

を
図
り
、
新
規
事
業
の
立
案
や
既
存

事
業
の
見
直
し

の
参
考
に
し
て

い
る
。

の
参
考
に
し
て

い
る
。

◆
農
業
政
策
に
つ
い
て

質
問
次
期
作
営
農
継
続
支
援
事
業

の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
産
地
間
競
争
に
打
ち
勝
て
る

米
の
生
産
や
価
格
変
動
に
備
え
た
補

償
制
度
へ
の
加
入
促
進
、
園
芸
品
目

な
ど
へ
の
作
目
転
換
な
ど
、
今
後
の

営
農
継
続
を
支
援
し
て
い
く
。

質
問
酒
米
流
通
対
策
協
議
会
の
直

近
の
活
動
状
況
な
ど
を
伺
う
。

答
弁
酒
米
産
地
と
し
て
の
生
き
残

り
に
向
け
、
品
質
向
上
に
重
点
を
置

き
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
。
Ｊ
Ａ
こ

ま
ち
や
主
食
集
荷
組
合
が
そ
れ
ぞ
れ

の
特
色
や
戦
略
を
生
か
し
た
活
動
を

支
援
し
、
需
要
拡
大
を
目
指
す
。

質
問
今
後
の
水
田
活
用
の
直
接
支

払
交
付
金
に
対
す
る
所
感
を
伺
う
。

答
弁
制
度
な
ど
の
変
更
が
想
定
さ

れ
る
中
、
内
容
を
精
査
し
、
関
係
団

体
と
連
携
し
な
が
ら
、
農
家
の
所
得

向
上
に
向
け
交
付
金
を
有
効
活
用
で

き
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

◆
漬
物
生
産
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

質
問
食
品
衛
生
法
の
改
正
に
対
応

し
、
生
産
活
動
を
継
続
す
る
た
め
の

本
市
の
支
援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
県
で
支
援
策
を
検
討
し
て
い

◆
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
構
想
に

　
関
す
る
取
組
の
推
進
に
つ
い
て

質
問
﹁
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
ゆ
ざ

わ
﹂
の
実
現
は
市
民
の
暮
ら
し
や
す

さ
向
上
に
寄
与
す
る
と
考
え
る
が
。

答
弁
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
は
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
み
な
ら

ず
、
日
常
に
お
け
る
各
種
課
題
の
解

決
に
も
期
待
さ
れ
て
お
り
、
暮
ら
し

や
す
い
市
民
生
活
の
実
現
に
有
効
な

ツ
ー
ル
で
あ
る
と
確
認
し
て
い
る
。

◆
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

質
問
地
球
温
暖
化
対
策
に
対
し
て

今
後
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
取
り
組
む

の
か
伺
う
。

答
弁
市
民
及
び
事
業
者
を
対
象
と

し
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
関
す
る
啓

発
事
業
の
実
施
や
、
電
気
自
動
車
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
公
用
車
の
一

部
を
電
気
自
動
車
な
ど
に
更
新
し
低

炭
素
化
を
図
り
、
早
い
時
期
に
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。

◆
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
見
守
り

　
と
認
知
症
支
援
に
つ
い
て

質
問
電
球
の
点
灯
情
報
で
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
な
ど
を
見
守
り
支
援

す
る
﹁
見
守
り
電
球
﹂
の
活
用
が

で
き
な
い
か
伺

う
。答

弁
高
齢
者

な
ど
の
見
守
り

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
、
高
齢
者

の
状
態
、
生
活
ス
タ
イ
ル
や
環
境
の

違
い
が
あ
り
、
最
適
と
思
わ
れ
る
見

守
り
方
法
を
今
後
も
提
案
し
て
い
き

た
い
。

◆
道
の
駅
お
が
ち
「
小
町
の
郷
」

　
周
辺
整
備
基
本
計
画
に
つ
い
て

質
問
本
市
の
取
り
組
み
体
制
及
び

実
施
に
当
た
り
、
民
意
を
ど
の
よ
う

に
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
伺
う
。

答
弁
計
画
実
施
に
当
た
り
、
副
市

長
を
中
心
に
部
長
級
職
員
で
構
成
す

る
会
議
体
で
庁
内
調
整
を
図
る
。
民

意
に
つ
い
て
は
、
道
の
駅
お
が
ち
利

用
促
進
検
討
会
に
代
わ
る
新
た
な
会

議
体
を
立
ち
上
げ
、
ご
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
実
施
し
て
い
き
た
い
。 高橋　　肇 高橋　　肇 議員議員

たかたか はしはし

一般質問の動画を
ご覧になれます。

湯沢市議会
ユーチューブチャンネル

一般質問の動画を
ご覧になれます。

湯沢市議会
ユーチューブチャンネル

はじめはじめ

柏原　久寿 柏原　久寿 議員議員
かしわかしわばらばら ひさひさ しし

答
弁

一
般
質
問
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佐藤　　勝 佐藤　　勝 議員議員
ささ まさるまさるとうとう

◆
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

　
対
応
に
つ
い
て

質
問
小
・
中
学
校
の
臨
時
休
業
等

に
伴
う
授
業
時
間
数
の
確
保
等
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
各
校
に
お
い
て
は
無
理
の
な

い
教
育
課
程
を
編
成
し
、
余
裕
を

持
っ
て
授
業
を
進
め
て
い
る
。
今
後

授
業
時
数
が
不
足
し
た
場
合
は
、
長

期
休
業
中
に
授
業
日
を
設
け
対
応
す

る
。

◆
令
和
３
年
度
の
市
道
の

　
除
排
雪
に
つ
い
て

質
問
今
年
度
の
除
排
雪
作
業
に
関

す
る
評
価
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
１
月
25
日
か
ら
２
月
７
日
ま

で
の
短
期
間
で
急
激
な
降
雪
に
見
舞

わ
れ
た
た
め
、
雪
害
情
報
連
絡
室
を

設
置
し
、
そ
の
後
、
雪
害
対
策
警
戒

部
に
改
組
し
て
、
危
険
箇
所
の
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
対
応
を
強
化
し
た
。
降

雪
に
よ
る
通
行
障
害
は
発
生
し
て
お

ら
ず
、
苦
情
件
数
も
近
年
の
平
均
と

比
較
し
て
半
分
以
下
の
状
況
で
あ

り
、
今
年
度
の
除
排
雪
作
業
に
つ
い

て
は
比
較
的
良
好
で
あ
る
と
評
価
し

て
い
る
。

質
問
本
市
に
お
い
て
除
排
雪
作
業

は
重
要
課
題
で
あ
る
が
、
今
後
ど
の

よ
う
な
体
制
の
構
築
が
必
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
か
伺
う
。

　
　
　
除
雪
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
の

高
齢
化
や
若
手

の
人
材
不
足
が

課
題
で
あ
り
、
一
定
の
除
雪
水
準
を

保
つ
た
め
、
魅
力
あ
る
就
労
環
境
の

整
備
と
人
材
の
確
保
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

◆
第
２
次
湯
沢
市
総
合
振
興
計
画

　
後
期
基
本
計
画
に
つ
い
て

質
問
未
来
投
資
型
人
材
育
成
事
業

に
お
け
る
奨
学
金
返
還
助
成
に
つ
い

て
、
Ｕ
タ
ー
ン
学
生
に
対
し
て
一
定

の
条
件
の
も
と
全
額
返
還
免
除
と

い
っ
た
大
胆
な
支
援
は
で
き
な
い

か
。答

弁
奨
学
金
の
返
還
に
つ
い
て
は

全
額
助
成
も
検
討
し
た
が
、
財
源
部

分
で
厳
し
い
と
判
断
し
、
ま
ず
は
県

と
合
わ
せ
て
助
成
期
間
を
延
長
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
今
後
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。

一般質問の動画を
ご覧になれます。

湯沢市議会
ユーチューブチャンネル

答
弁

▽住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事業 （福祉課）� ６億７，６７６万７千円
新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、速やかに生活・暮らしの支援を行う観点か
ら、令和３年度住民税非課税世帯などに対して、１世帯あたり10万円を支給する経費

▽高齢者等雪対策事業 （長寿福祉課）� ４１８万８千円
利用世帯及び登録業者ともに増加したことにより不足が見込まれる委託料の追加

▽施設型給付事業 （子ども未来課）� ５２９万５千円
保育士・幼稚園教諭などの処遇改善に係る経費

▽放課後児童健全育成事業 （子ども未来課）� ７６万円
放課後児童支援員などの処遇改善に係る経費

◆ 補正予算の事業 ◆

令和４年２月臨時会概要

○提出議案：委員会審査（１件）

議案番号 件　　　　　名 付託委員会 議決結果

議案第１号 令和３年度湯沢市一般会計補正予算（第10号） 予算決算 原案可決

　２月２日に臨時会が開催され、一般会計補正予算について審議が行われ、原案どおり可決しま

した。

一
般
質
問
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　令和４年３月18日開催の本会議において「ロ
シアのウクライナ侵攻を非難する決議」を全会一
致により可決しました。

ロシアのウクライナ侵攻を
非難する決議

　本年２月24日に始まったロシアによるウクラ
イナへの軍事侵攻は、武力の行使を禁ずる国際法
及び国連憲章に違反し、国際社会の平和と安全を
著しく損ない、国際秩序の根幹を揺るがす暴挙で
ある。
　ウクライナ国内においては、子どもを含めた多
くの人命が奪われており、このような行為は断じ
て容認することができない。
　よって、本市議会は、ロシアによるウクライナ
への軍事侵攻に対し強く非難するとともに、ロシ
ア軍が即時に完全かつ無条件で撤退するよう強く
求める。
　政府においては、関係各国及び国際社会との緊
密な連携の下、厳格かつ適切に対応されるよう求
める。
　以上、決議する。

令和４年３月18日
湯沢市議会

　３月11日、渡部議長と沓澤副議長が佐藤市長
を訪問し、県内の新型コロナウイルス感染者数の
高止まりや、湯沢保健所管内における感染者数の
増加により市民の不安が高まっているとして、さ
らなる感染予防対策の実施や医療提供体制の充
実、ワクチンの追加接種への取り組みなど６項目
について、緊急要望を行いました。

ロシアのウクライナ
侵攻を非難する決議

について
（令和４年３月18日）

▲議員を代表し提案理由を説明する沓澤正雄議員

１． ワクチンの３回目接種について、２回目完了後の
間隔は６カ月を基準とし、可能な限りの前倒し
を。また、ワクチンの交互接種の有効性や安全性
について、科学的知見に基づく正確でわかりやす
い情報発信で、市民の不安解消を。

２． 小児接種（５歳以上11歳以下のワクチン接種）
について、保護者と子どもが十分に理解し判断が
できるよう、ワクチンの有効性や安全性、副反応
などの情報提供、相談体制の確立と接種時に万全
な対応を。

３． 視覚・聴覚障がい、発語障がい、精神疾患などの
ある接種希望者に対しては、事前の情報提供の充
実と会場での円滑な接種について合理的配慮を。

４． 学校などでの感染が相次いでいることから、学習
機会の確保への留意とオンライン授業などの対応
の準備、心のケアなどを行うとともに、保護者へ
の支援策「小学校休業等対応助成金」活用の周知
の徹底を。

５． 自宅療養への対応は、不安などの解消のほか療養
中の食事・生活必需品が不足しないよう、県と連
携した支援体制の整備強化を。

６． 感染者や医療事務者へのさまざまな差別防止のた
め、啓発活動、ケア体制の強化など、関係機関と
連携し検討するとともに、差別解消に向けた取り
組みを。

感染症対策に
関する緊急要望
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■
生
活
バ
ス
路
線
運
行
対
策

　
事
業
に
つ
い
て

質
疑
湯
沢
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
︵
以
下
協
議
会
︶
と
地
域
検
討

会
の
開
催
内
容
と
成
果
目
標
、
今
後
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

答
弁
協
議
会
で
は
、
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
運
行
ダ
イ
ヤ
・
経
路
の
検
討
や
承
認

を
行
っ
て
お
り
、
目
標
設
定
は
し
て
い

な
い
。
地
域
検
討
会
は
地
域
住
民
主
体

の
交
通
シ
ス
テ
ム
を
検
討
す
る
た
め
に

開
催
し
て
お
り
、
市
民
の
声
を
大
切
に

し
、
地
域
特
性
を
考
慮
し
な
が
ら
慎
重

に
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

■
道
の
駅
お
が
ち
「
小
町
の
郷
」

　
周
辺
整
備
事
業
に
つ
い
て

質
疑
地
域
住
民
や
関
係
団
体
と
の
合

意
形
成
は
図
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
弁
道
の
駅
周
辺
の
町
内
会
代
表
者

宅
な
ど
の
個
別
訪
問
や
、
地
域
住
民
へ

の
説
明
会
を
行
な
っ
て
い
る
。

○
学
校
用
パ
ソ
コ
ン

　
更
新
事
業
に
つ
い
て

質
疑
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
と
本

事
業
の
今
後
の
関
連
を
伺
う
。

答
弁
本
市
で
は
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
、
一
人
一
台
端
末
の

整
備
を
終
え
て
い
る
。
今
後
、
パ
ソ
コ

ン
の
持
ち
帰
り
学
習
の
実
証
試
験
を
含

め
、
学
校
・
保
護
者
と
運
用
方
法
を
協

議
し
、
よ
り
最
適
な
学
び
の
実
現
を
目

指
す
。

■
克
雪
住
宅
推
進
事
業
に
つ
い
て

質
疑
制
度
設
計
に
当
た
っ
て
の
経
緯

に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
令
和
３
年
３
月
に
策
定
し
た
湯

沢
市
住
生
活
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
近

隣
自
治
体
の
類
似
事
業
を
参
考
に
設
計

し
た
。

■
広
報
紙
発
行
事
業
に
つ
い
て

質
疑
課
題
や
問
題
点
が
な
い
の
か
伺

う
。

﹇
湯
和
会
・
公
明
﹈

高
橋
　
　
健
委
員

﹇
湯
和
会
・
公
明
﹈

高
橋
　
　
達
委
員

総括質疑総括質疑 　３月８日、令和４年度当初予算に対する予算決算常任委
員会の総括質疑が行われました。
　今回は、湯和会・公明２人、政和会２人、湯沢政策研究
会１人の計５人が会派を代表して質疑を行い、令和４年度
の各予算の内容についてただしました。
　ここでは、質疑の内容の一部を抜粋して掲載します。

総
括
質
疑
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○
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
に
つ
い
て

質
疑
充
電
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を
整
備
す

る
事
業
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
充
て

た
理
由
を
伺
う
。

答
弁
直
接
的
な
感
染
症
対
策
の
み
な

ら
ず
、
経
済
対
策
な
ど
幅
広
く
使
え
、

国
の
脱
炭
素
化
な
ど
の
方
針
に
沿
っ

た
、
災
害
な
ど
の
対
策
の
一
環
と
し
て

整
備
す
る
た
め
で
あ
る
。

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
歳
入
に
つ
い
て

質
疑
今
年
10
月
の
制
度
改
正
を
見
越

し
た
予
算
措
置
か
。

答
弁
令
和
３
年
10
月
末
時
点
の
実
績

か
ら
県
に
お
け
る
令
和
４
年
度
の
推
計

を
基
に
し
て
い
る
た
め
、
加
味
し
て
い

な
い
。

ス
と
完
了
後
の
報
告
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
短
期
間
で
交
付
決
定
し
、
概
算

払
い
と
し
た
い
。
完
了
後
は
各
店
舗
で

の
売
り
上
げ
の
分
か
る
資
料
を
添
付
し

て
も
ら
う
。

○
と
こ
と
ん
山
キ
ャ
ン
プ
場

　
管
理
運
営
費
に
つ
い
て

質
疑
土
地
借
り
上
げ
料
に
つ
い
て
、

２
件
の
借
り
上
げ
面
積
と
、
借
り
上
げ

料
金
34
万
２
千
円
の
積
算
根
拠
を
伺

う
。

答
弁
土
地
借
り
上
げ
面
積
は
、
２
件

合
わ
せ
て
90
・
３
９
３
ア
ー
ル
で
あ

る
。

　

借
り
上
げ
料
金
の
積
算
根
拠
と
し

て
、
平
成
３
年
契
約
時
の
買
収
単
価
が

10
ア
ー
ル
当
た
り
42
万
円
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
借
り
上
げ
料
金
は
買
収
単
価
の

９
％
を
見
込
み
、
42
万
円
×
９
％
＝

３
万
７
８
０
０
円
を
基
に
算
出
し
た
。

○
次
期
作
営
農
継
続

　
支
援
事
業
に
つ
い
て

質
疑
集
荷
団
体
な
ど
と
販
売
契
約
し

て
い
る
農
家
は
補
助
対
象
だ
が
、
個
人

販
売
し
て
い
る
農
家
は
補
助
対
象
に
な

ら
な
い
の
か
。

答
弁
集
荷
団
体
と
契
約
し
て
い
な
い

農
家
で
あ
っ
て
も
、
米
の
出
荷
・
販
売

を
行
う
農
家
は
助
成
対
象
と
す
る
。

○
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
セ
ン
タ
ー

　
事
業
に
つ
い
て

質
疑
相
談
者
の
売
上
向
上
な
ど
に
よ

る
市
税
収
入
の
効
果
や
影
響
は
。

答
弁
売
り
上
げ
向
上
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
が
あ
り
、
税
収
へ
の
反
映
を
正

確
に
測
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

質
疑
事
業
継
続
の
判
断
と
評
価
の
検

証
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
総
合
的
に
検
証
し
、
令
和
４
年

中
に
評
価
す
る
。

○
ク
ー
ポ
ン
券
発
行
団
体
等

　
支
援
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
申
請
か
ら
交
付
ま
で
の
プ
ロ
セ

　
　
　

一
定
の
効
果
を
得
て
い
る
も
の

と
判
断
し
て
い
る
。
情
報
を
整
理
し
、

市
民
目
線
で
適
切
に
届
け
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
今
後
も
広
報
紙
に
限
ら
ず

市
民
が
求
め
る
情
報
発
信
に
努
め
て
い

き
た
い
。

■
保
健
事
業
推
進
事
業
に
つ
い
て

質
疑
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
住
民
健
診

の
受
診
率
向
上
に
つ
い
て
は
、
健
康
づ

く
り
推
進
員
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
と

思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

答
弁
市
民
の
身
近
な
所
で
の
活
動
を

担
っ
て
お
り
、
声
掛
け
な
ど
の
協
力
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

■
防
災
設
備
・
備
蓄
品
費
に
つ
い
て

質
疑
防
災
行
政
無
線
の
運
用
に
当
た

り
﹁
聞
こ
え
な
い
﹂
な
ど
の
問
題
解
消

に
向
け
た
予
算
は
あ
る
の
か
伺
う
。

答
弁
保
守
点
検
業
務
で
の
軽
微
な
調

整
、
戸
別
受
信
機
を
新
た
に
設
置
す
る

際
の
委
託
費
な
ど
を
予
算
計
上
し
て
い

る
。

﹇
政
和
会
﹈

石
川
　
隆
一
委
員

﹇
政
和
会
﹈

沓
澤
　
正
雄
委
員

﹇
湯
沢
政
策
研
究
会
﹈

大
山
　
　
豪
委
員

総
括
質
疑

答
弁

質
疑

【19】ゆざわ市議会だより　№69　令和４年５月１日



・・
１１
月月
2626
日
水
日
水
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
飲
食
店
等
へ
の
支
援
状
況
に
つ
い
て
」

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
飲
食
店
等
へ
の
支
援
状
況
に
つ
い
て
」

・・
２２
月月
２２
日
水
日
水
「「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
飲
食
店
等
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
飲
食
店
等
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
」」

所
管
事
務
調
査
報
告

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
よ
り
、
年
始
か
ら
市
内
飲
食
店
で
は

こ
れ
ま
で
以
上
に
予
約
の
キ
ャ
ン
セ
ル

や
客
足
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
況
が
続

き
、
厳
し
い
経
営
状
況
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
現
在
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
や
飲
食
店
な
ど
へ

の
支
援
状
況
に
つ
い
て
所
管
事
務
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

◎
所
管
事
務
調
査
の
内
容

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
飲
食
店
な
ど
へ

の
支
援
状
況
に
つ
い
て
、
所
管
事
務
調

査
に
先
立
ち
行
っ
た
市
内
飲
食
店
経
営

者
と
の
意
見
交
換
で
は
、
コ
ロ
ナ
収
束

の
兆
し
が
見
え
る
ま
で
、
い
っ
た
ん
店

を
休
業
し
明
か
り
を
消
し
た
い
と
の
こ

と
や
、
行
政
か
ら
直
接
休
業
要
請
を
し

て
ほ
し
い
こ
と
、
県
か
ら
国
へ
ま
ん
延

防
止
等
重
点
措
置
を
要
請
し
て
ほ
し
い

こ
と
、
市
の
支
援
や
給
付
は
あ
り
が
た

い
が
、
事
業
規
模
に
応
じ
た
支
援
を
検

討
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
意
見
や
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
飲
食
店
等
の
経

営
状
況
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
市

独
自
の
事
業
者
支
援
に
関
す
る
感
染
症

対
策
事
業
な
ど
の
実
施
状
況
を
基
に
、

当
局
の
説
明
を
交
え
な
が
ら
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
当
局
か
ら
は
、
国
や

県
の
支
援
に
加
え
、
市
の
支
援
事
業
も

あ
る
程
度
事
業
者
へ
届
い
て
い
る
と
考

え
ら
れ
、
今
後
の
施
策
と
し
て
市
が
個

別
に
支
援
す
る
の
で
は
な
く
、
商
店
街

組
合
や
地
域
の
産
業
組
合
な
ど
が
独
自

の
商
品
券
や
ク
ー
ポ
ン
券
な
ど
を
発
行

す
る
事
業
に
、
市
が
消
費
喚
起
策
と
し

て
支
援
す
る
案
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
緊
急
の
支
援
を
求
め
て
い
る
意
見

に
関
し
て
、
当
局
か
ら
は
、
来
年
度
の

当
初
予
算
編
成
作
業
を
終
え
て
お
り
、

現
段
階
で
一
時
的
な
支
援
は
難
し
い
と

の
見
解
で
あ
り
ま
し
た
。

　
飲
食
店
な
ど
の
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て

い
る
業
種
に
対
し
、
今
後
、
早
急
に
行

わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
支
援
策
に
つ
い

て
は
、
意
見
交
換
や
協
議
を
重
ね
な
が

ら
、
市
民
に
寄
り
添
っ
て
一
緒
に
考
え

て
ま
い
り
ま
す
。

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
拡
大
に
よ

る
第
６
波
は
、
新
規
感
染
者
数
が
減

少
に
転
じ
た
地
域
で
も
そ
の
ス
ピ
ー

ド
は
緩
や
か
で
、
影
響
が
長
期
化
す

る
と
の
予
測
も
あ
り
、
長
引
く
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
も
今
ま
で
以
上
に
厳

し
い
経
営
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
を
続
け
る
意
欲
の
低
下
に
と

ど
ま
ら
ず
、
市
内
で
も
廃
業
を
選
ぶ

事
業
者
が
出
始
め
て
い
る
こ
と
か

ら
、
所
管
事
務
調
査
な
ど
の
内
容
を

踏
ま
え
て
、
こ
の
危
機
的
状
況
を
乗

り
越
え
て
地
域
経
済
を
維
持
し
て
い

く
た
め
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
、
２

月
28
日
（
月
）
に
市
長
へ
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

❶
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行

第
６
波
に
よ
り
、
大
幅
に
売
上

の
減
少
等
の
影
響
を
受
け
て
い

る
市
内
の
飲
食
店
を
は
じ
め
関

連
す
る
事
業
者
に
対
し
て
、
事

業
継
続
の
た
め
の
緊
急
的
な
支

援
策
を
講
じ
る
こ
と
。

「
飲
食
店
等
へ
の
事
業
継
続
の
た
め
の
緊
急
的
な

支
援
策
を
求
め
る
要
望
書
」
の
提
出
に
つ
い
て

▲佐藤市長・東海林副市長に要望書の趣旨を説明 ▲渡部議長から佐藤市長へ要望書を提出

要
望
事
項
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令
和
３
年
９
月
24
日
に
議
長
か
ら
教
育
長
に
提

出
し
た
「
通
学
路
の
安
全
対
策
を
求
め
る
要
望

書
」
に
対
す
る
当
局
の
対
応
の
確
認
と
、
令
和
４

年
２
月
14
日
に
八
面
部
落
か
ら
議
長
に
提
出
さ
れ

た
「
稲
川
小
学
校
へ
の
安
全
・
安
心
な
通
学
環
境

整
備
に
関
す
る
陳
情
書
」
の
審
査
に
当
た
り
、
駒

形
地
区
か
ら
稲
川
小
学
校
へ
の
通
学
路
に
お
け
る

危
険
箇
所
を
把
握
す
る
た
め
、
３
月
７
日
に
所
管

事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
調
査
に
当
た
っ
て

は
、
当
局
担
当
者
及
び
学
校
関
係
者
か
ら
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
乗
車
基
準
の
ほ
か
、
通
学
路
や
通

学
方
法
の
決
定
に
至
る
ま
で
の
過
程
や
協
議
内
容

な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
湯
沢
市
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ

る
合
同
点
検
で
指
摘
さ
れ
た
危
険
箇
所
を
中
心
に
、
安

全
確
保
の
た
め
の
環
境
整
備
状
況
な
ど
に
つ
い
て
確
認

し
た
ほ
か
、
陳
情
者
よ
り
陳
情
提
出
の
経
緯
と
内
容
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
安
全
・
安
心
な
通
学
路
の
環
境
整
備
は
、
市
内
す
べ

て
の
小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
行
政
が
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
む
べ
き
政
策
課
題
で
あ
り
、
所
管
す
る
常
任
委

員
会
と
し
て
真
摯
に
向
き
合
い
、
解
決
に
向
け
て
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
３
月
22
日
、
教
育
民
生
常
任
委
員
会
で
は
、
令
和
４

年
度
か
ら
稲
川
地
域
４
小
学
校
が
統
合
し
、
新
た
に
ス

タ
ー
ト
す
る
稲
川
小
学
校
で
、
開
校
に
向
け
て
行
わ

れ
た
改
修
工
事
の
状
況
と
、
開
校
に
併
せ
て
学
校
隣

接
地
に
新
た
に
オ
ー
プ
ン
す
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

「
い
な
か
わ
キ
ッ
ズ
」
を
見
学
し
ま
し
た
。
小
学
校
で

は
、
２
階
か
ら
１
階
へ
移
動
し
た
職
員
室
や
新
設
さ
れ

た
教
室
な
ど
を
確
認

し
、
い
な
か
わ
キ
ッ

ズ
で
は
、
ボ
ル
ダ
リ

ン
グ
な
ど
の
設
備
に

つ
い
て
当
局
担
当
者

か
ら
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

稲
川
小
学
校

稲
川
小
学
校··

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

「
い
な
か
わ
キ
ッ
ズ
」
施
設
見
学

「
い
な
か
わ
キ
ッ
ズ
」
施
設
見
学

▲当局担当者から説明を受ける

▲学校関係者から説明を受ける

▲通学路の現地調査を実施

▲陳情者から陳情の内容を伺う

▲改修工事の概要について説明を受ける

いなかわキッズ見学▶ 

所
管
事
務
調
査
報
告

教
育
民
生
常
任
委
員
会

・・
３３
月月
７７
日
月
日
月
「
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
」

「
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
」

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

教
育
民
生
常
任
委
員
会

「
所
管
事
務
調
査
報
告
書
」
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議会改革推進会議を中心とした政策形成のイメージ

議会としての政策立案・政策提言を積極的に実施

NEW!!

　議会広聴活動の充実と議会改革及び政策立案等協議の
活性化を図るため、令和４年第１回定例会において「湯
沢市議会基本条例」及び「湯沢市議会会議規則」を改正し、
「議会広報編集委員会」を「広報広聴委員会」に改め、新
たな協議の場として「議会改革推進会議」を設置しました。

議員と語り合おう
「出張！！なんでも

意見交換会」

果実を市民に
（豊かな市民生活の実現へ）

果実が実る
（政策立案・政策提言）

花が咲く
（調査研究・政策づくり）

つぼみ
（政策テーマ（課題）設定）

議員としゃべろう
マチトーーク！！

自分の思いを議場で発信
「ゆざわ市民

一日議会」
常任委員会

所管事務調査
会派の政務活動

議員活動

請願
陳情令和４年４月～

※詳細は次ページ
令和４年７月～９月

※全４回開催予定
令和４年 10 月
※詳細は次号にて

政
策
研
究
と
合
意
形
成

幅広い広聴活動から問題や課題を発見！（政策づくりの起点）
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～広聴機能を強化～　市民の皆さまの声を広く伺います！

NEW!!

教えて！
広報広聴委員長

何が変わったの？

目　的
各種団体やグループなどを対象に、活動内容に沿ったテーマで議員と意見交換を行い、課題の共有
や相互理解を深めるとともに、ご意見や要望などを議会活動に反映させ、政策提言などに生かしま
す。
対 象 者
市内に所在する５名以上の市民等（市内に居住、滞在または通勤、通学する方）により構成され、
５名以上で参加できる団体。
開催日時及び場所
申込書に記載された希望日時及び場所について、申込団体と調整のうえ決定します。なお、開催時
間は原則として１時間 30分以内とさせていただきます。
申込方法及び問い合わせ先　　
開催を申し込もうとする団体は、「出張 !! なんでも意見交換会」開催申込書に必要事項をご記入の
うえ、開催希望日の３週間前までにお申し込みください。
【申込及び問い合わせ先】湯沢市議会事務局　 （申し込みは郵送、ＦＡＸ、Ｅメール、持参のいずれか）
【住　所】〒 012-8501　湯沢市佐竹町１番１号　
【ＴＥＬ】0183-73-2168　【ＦＡＸ】0183-72-3780
【Ｅメール】gikai@city.yuzawa.lg.jp
出席議員　　
「出張 !! なんでも意見交換会」に出席する議員は、申込書に記載されたテーマに
関係する常任委員会、議会運営委員会に所属する議員です。
注意事項
① 報道機関に対して、あらかじめテーマなどの情報提供と当日の撮影を許可する場合がありますの
で、ご了承のうえお申し込みください。　
②意見交換会の様子などを写真撮影し、市議会だよりなどに掲載する場合があります。
③ テーマの内容や開催時期によってはお受けできない場合がありますので、あらかじめご了承くだ
さい。

～議員と語り合おう～
出張 !! なんでも意見交換会 を開催します

申込書のダウン
ロードはこちら▶

皆さまのもとへ伺います！ 開催団体募集中！

これまで議会広報編集委員会
が担ってきた市議会だよりの編
集のほか、新たに実施する市民
と議会との意見交換会（広聴活
動）を担当します。市民の皆さま
との意見交換の場を多様に設
け、ご意見や要望などを的確に
把握し、市政及び議会活動に反
映させてまいります。

寺田純二寺田純二

【副委員長【副委員長】】佐藤愛子佐藤愛子 【委員長【委員長】】藤田健志藤田健志

小田嶋秋一小田嶋秋一 高橋　達高橋　達
佐藤　勝佐藤　勝

【23】ゆざわ市議会だより　№69　令和４年５月１日



　
本
市
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
数
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
感
染
さ
れ
た
皆
さ
ま
と

そ
の
ご
家
族
の
皆
さ
ま
に
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
一
日
も
早
い
回
復
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
４
月
は
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の

季
節
。
本
市
で
は
、
稲
川
地
域

４
小
学
校
が
統
合
し
た
「
稲
川

小
学
校
」
の
開
校
、
表
紙
で
紹

介
し
た
「
い
な
か
わ
キ
ッ
ズ
」

の
開
所
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
会
で
は
「
議
会
広
報
編
集

委
員
会
」
が
「
広
報
広
聴
委
員

会
」
に
替
わ
り
ま
し
た
。
議
会

改
革
推
進
の
一
つ
と
し
て
「
広

聴
活
動
」
を
さ
ら
に
強
化
し
、

市
民
の
皆
さ
ま
と
市
政
の
課
題

や
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て

積
極
的
に
意
見
交
換
を
行
う
新

た
な
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
「
変
革
!!

動
く
議
会
」
に
ご
期
待
く
だ
さ

い
。

（
佐
藤
愛
子
　
記
）

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長
　
藤
　
田
　
健
　
志

副
委
員
長
　
佐
　
藤
　
愛
　
子

委
　
　
員
　
佐
　
藤
　
　
　
勝

委
　
　
員
　
寺
　
田
　
純
　
二

委
　
　
員
　
小
田
嶋
　
秋
　
一

委
　
　
員
　
高
　
橋
　
　
　
達

編

集

後

記

１月・２月・３月議会のうごき

議長交際費（１月・２月・３月）
支出
区分 内　　　　　訳 件数・

個数
金額
（円）

祝金 0 0 
寸志 0 0 
会費 湯沢商工会議所新年祝賀会　ほか 3 16,000 
弔慰 湯沢市議会議員母死去葬儀供花代　ほか 2 30,000 
見舞 0 0 
賛助 第52回川連漆器総合展示会議長賞（日本酒）代 1 3,920 
接遇 0 0 
印刷 正議長名刺印刷代 1 3,300 
合計 7 53,220 

６月６日 本会議　開会（議案上程、提案理由説明）

６月８日 本会議　（議案質疑・付託、請願・陳情付託）

６月13日 本会議　一般質問

６月14日 本会議　一般質問

６月15日 （一般質問　予備日）　

６月16日 予算決算常任委員会（分科会）、常任委員会

６月17日 （常任委員会　予備日）　

６月21日 予算決算常任委員会（全体会）　

６月24日 本会議　（採決）　閉会

■請願・陳情の締切は５月27日（金）午後５時

６月定例会の日程（予定）

● 本会議の模様をインターネット配信（ライブ・録
画）しています。湯沢市議会ユーチューブチャン
ネルをご覧ください。また、開催当日は、市役所
本庁舎１階市民ロビー、稲川・皆瀬総合支所ロ
ビー、雄勝文化会館（オービオン）に設置したテ
レビモニターでもご覧になれます。

● 本会議や委員会は当日の受付で、どなたでも傍聴
することができます。開催当日、市役所本庁舎４
階の議会事務局窓口までお越しください。

■議会中継■議会中継

■議会傍聴■議会傍聴

※各項目の詳細については、市ホームページをご覧ください。

ユーチューブチャンネル

秋田県湯沢市議会

※日程については変更になる場合がありますので、ご了承ください。

１月５日 １月期 月イチ オンラインミーティング、全員協議
会（オンライン）

１月18日 第５回議会改革推進研修会、議会広報編集委員会
１月26日 全員協議会、産業建設常任委員会所管事務調査
１月31日 議会運営委員会
２月１日 ２月期 月イチ オンラインミーティング
２月２日 ２月臨時会、予算決算常任委員会（全体会）、産業

建設常任委員会所管事務調査、議会広報編集委員会
２月９日 全員協議会
２月14日 議会広報編集委員会（オンライン）
２月16日 議会運営委員会
２月22日 議員研修会（議会活動における情報発信について）
２月24日 本会議（議案上程、提案理由説明）、産業建設常任

委員会、議会広報編集委員会
２月28日 本会議（質疑・付託・採決）、予算決算（全体会）・

産業建設常任委員会、全員協議会
３月１日 ３月期 月イチ オンラインミーティング
３月２日 本会議（代表質問）
３月３日 本会議（一般質問）
３月４日 本会議（一般質問）
３月７日 教育民生常任委員会所管事務調査
３月８日 予算決算常任委員会総括質疑（全体会）、議会運営

委員会、議会広報編集委員会
３月９日 予算決算常任委員会当初予算審査（各分科会）、会

派代表者会議
３月10日 総務財政・教育民生・産業建設常任委員会
３月11日 全員協議会
３月15日 予算決算常任委員会（全体会）、議会研修会（ゆざ

わーＢｉｚについて）
３月17日 議会運営委員会
３月18日 本会議（採決）、予算決算（全体会）・総務財政常

任委員会、全員協議会
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